
今後、カーボン系ナノサイズ材料はエレクトロニクス・オプトエレクトロニ
クスにおいて⼀層重要な役割を担うことになる。本研究では5fsのフェムト秒
レーザーを⽤いてイオン液体への印加電圧を正負ともにたった数V加えること
でキャリアダイナミクスにおける時定数をコントロールできることを⾒出せた
こと、更に、この奇異な現象の物理的要因を推察する。
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